
(57)【要約】

【課題】　ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array)

を効率的に使用する。

【解決手段】　電子内視鏡装置１は、電子内視鏡に読み

出し信号を与え映像信号を取込み所定の基本画像処理を

施すメイン基板１６、メイン基板１６で処理された画像

信号に対して所定の拡張処理を行う拡張基板１７を備え

ている。拡張基板１７は、所定の処理機能を実現させる

ための処理機能構成データによって所定の処理機能を構

築できるＦＰＧＡ２１と、所定の拡張機能を実現させる

処理機能構成データを複数種記憶していて、拡張機能設

定指令によって前記記憶している複数種の処理機能構成

データの内から選択された処理機能構成データをＦＰＧ

Ａ２１に与えるメモリ手段２２とを備えたものである。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 像 手 段 を 設 け た 電 子 内 視 鏡 と 、
　 前 記 電 子 内 視 鏡 の 前 記 撮 像 手 段 に 読 み 出 し 信 号 を 与 え か つ そ の 読 み 出 し 信 号 に 応 じ て 前
記 撮 像 手 段 か ら 得 ら れ る 映 像 信 号 を 取 込 み 所 定 の 基 本 画 像 処 理 を 施 す 基 本 処 理 手 段 を 搭 載
す る メ イ ン 基 板 、 及 び 、 前 記 基 本 処 理 手 段 で 処 理 さ れ た 画 像 信 号 に 対 し て 所 定 の 拡 張 処 理
を 行 う 拡 張 処 理 手 段 を 搭 載 す る 拡 張 基 板 を 備 え た コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト と
　 を 有 す る 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
　 前 記 拡 張 基 板 は 、 所 定 の 処 理 機 能 を 実 現 さ せ る た め の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ に よ っ て 所 定
の 処 理 機 能 を 構 築 で き る プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 と 、 所 定 の 拡 張 機 能 を 実 現 さ せ る 処
理 機 能 構 成 デ ー タ を 複 数 種 記 憶 し て お り 、 か つ 、 拡 張 機 能 設 定 指 令 に 基 づ い て 前 記 複 数 種
の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ の 内 か ら 選 択 さ れ た 処 理 機 能 構 成 デ ー タ を 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積
回 路 手 段 に 与 え る メ モ リ 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 で 拡 張 機 能 の 再 構 築 中 に は 、 前 記 メ イ ン 基 板 で の 基 本
処 理 手 段 か ら の 画 像 信 号 を 出 力 し 、 前 記 再 構 築 が 終 了 後 は 、 前 記 拡 張 基 板 上 の 前 記 プ ロ グ
ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 に よ っ て 拡 張 処 理 さ れ た 画 像 信 号 を 出 力 す る 切 換 え 手 段 を さ ら に 備
え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 は 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ Field Programmable Gate Array)で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 拡 張 機 能 設 定 指 令 に よ り 複 数 の 拡 張 機 能 を 実 現 で き る 電 子 内 視 鏡 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 電 子 内 視 鏡 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 撮 像 手 段 を 設 け た 電 子 内 視 鏡 と 、 前
記 電 子 内 視 鏡 に 対 し て 観 察 対 象 を 照 明 す る た め の 照 射 光 を 与 え る と と も に 、 前 記 電 子 内 視
鏡 の 前 記 撮 像 手 段 に 読 み 出 し 信 号 を 与 え か つ そ の 読 み 出 し 信 号 に 応 じ て 前 記 撮 像 手 段 か ら
得 ら れ る 映 像 信 号 を 取 込 み 所 定 の 画 像 処 理 を 施 す コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 、 前 記 コ ン ト ロ
ー ル ユ ニ ッ ト か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号 を 画 像 と し て 表 示 す る モ ニ タ と か ら な る も の が 知 ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 電 子 内 視 鏡 か ら の 映 像 信 号 に 対 し て 画 像 処 理 す る た め
に 、 次 に 説 明 す る よ う に 、 各 種 の 画 像 処 理 方 式 を 採 用 し た も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま ず 、 特 殊 用 途 電 子 内 視 鏡 装 置 と し て の 赤 外 線 観 察 内 視 鏡 装 置 で は 、 血 液 内 で 波 長 ８ ０
５ ［ ｎ ｍ ］ 付 近 の 近 赤 外 光 に 吸 収 ピ ー ク を 持 つ イ ン ド シ ア ニ ン グ リ ー ン （ Ｉ Ｃ Ｇ ） と い う
薬 剤 を 造 影 剤 と し て 投 与 し た と き に 、 モ ニ タ に 映 し 出 さ れ る 画 像 の コ ン ト ラ ス ト を よ く し
て 確 実 に 観 察 で き る よ う に し た も の が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ： 特 開 ２ ０ ０ ０ － ４ １
９ ４ ２ 号 公 報 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 次 に 、 特 殊 用 途 電 子 内 視 鏡 装 置 と し て の 生 体 情 報 強 調 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 生 体 情 報 の
Ｉ Ｈ Ｂ を 強 調 し 、 異 常 病 変 の 識 別 を 行 い 易 く す る た め の 画 像 処 理 方 法 が 開 示 さ れ て い る （
特 許 文 献 ２ ： 特 開 平 ６ － ３ ３ ５ ４ ５ １ 号 公 報 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 こ れ ら 特 殊 用 途 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 各 機 能 を 実 現 る た め に 独 自 の 回 路 を 設 け る こ と に よ
り 、 そ れ ぞ れ 処 理 を 行 わ せ る よ う に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 の 半 導 体 技 術 の 発 展 に よ り 、 大 規 模 な プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 （ 例
え ば Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ Field Programmable Gate Array)） を 使 用 し 、 上 述 し た 特 殊 の 処 理 機 能 を
実 現 さ せ る た め に 上 記 特 殊 用 途 電 子 内 視 鏡 装 置 の よ う な 独 自 の 回 路 を 構 成 す る こ と な く 、
現 場 に お い て 必 要 と す る 特 殊 な 画 像 処 理 （ 拡 張 機 能 ） を ワ ン チ ッ プ で 簡 単 に 実 現 で き る よ
う に な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 大 規 模 な プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 （ Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ） に よ っ て 拡 張 機 能 を 実 現
す る 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 画 像 処 理 を 行 わ せ る 基 板 を 、 メ イ ン 基 板 と 拡 張 基 板 と に 分
け 、 拡 張 基 板 を 差 し 替 え 可 能 に 構 成 し て お き 、 必 要 と す る 拡 張 画 像 処 理 を 得 る 場 合 、 当 該
拡 張 基 板 を 差 し 替 え る よ う に し た も の が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ ： 特 開 ２ ０ ０ １ － ７
０ ２ ４ １ 号 公 報 ） 。 こ の 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 前 記 メ イ ン 基 板 は 基 本 的 な 画 像 処 理
を 施 す よ う に し た も の で あ る 。 ま た 、 こ の 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 拡 張 基 板 は 複 数 設
け 、 一 つ の 拡 張 基 板 に は 一 つ の 拡 張 機 能 を Ｆ Ｐ Ｇ Ａ に 構 築 し 、 そ の 構 築 し た 拡 張 機 能 の 数
だ け 拡 張 基 板 を 備 え て お き 、 必 要 と す る 拡 張 画 像 処 理 を 得 る と き に 、 当 該 拡 張 基 板 を 差 し
替 え て 拡 張 機 能 を 得 る よ う に し た も の で あ る 。 こ の 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 各 拡
張 基 板 は 一 つ の Ｆ Ｐ Ｇ Ａ と そ れ の 関 連 回 路 を 設 け た も の を 一 種 類 の み 作 成 し 、 必 要 と す る
拡 張 機 能 に 対 し て は Ｆ Ｐ Ｇ Ａ に 構 築 す れ ば よ い の で 、 上 述 し た 特 許 文 献 １ ， ２ の よ う に 個
々 の 拡 張 機 能 を 基 板 上 に 回 路 構 成 す る よ り は 、 簡 単 な 回 路 構 成 と す る こ と が で き る ほ か 、
自 由 な 回 路 構 成 が 可 能 に な る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 所 望 の 拡 張 機 能 が 必 要 と な る 毎 に 、 当 該 拡 張 画 像
処 理 機 能 を 搭 載 し て い る 拡 張 基 板 を 、 差 し 替 え て 所 望 と す る 拡 張 機 能 を 得 て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ が 、 所 望 と す る 拡 張 機 能 は 、 通 常 、 同 時 に 実 施 さ れ る こ と は 稀 で あ る た め 、 こ の
よ う に 特 殊 な 画 像 処 理 を 必 要 と す る 度 に 、 拡 張 基 板 を 差 し 替 え て 所 望 の 機 能 に 得 る こ と は
、 前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ を 効 率 的 に 使 用 し て い る も の で は な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ４ １ ９ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － ３ ３ ５ ４ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ０ ２ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 全 て の 拡 張 機 能 を 網 羅 す る た め に は 、
そ の 拡 張 機 能 毎 に そ の 数 だ け 拡 張 基 板 を 用 意 す る 必 要 が あ る が 、 各 基 板 に そ れ ぞ れ Ｆ Ｐ Ｇ
Ａ を 搭 載 さ せ て い る た め 、 高 価 な Ｆ Ｐ Ｇ Ａ を 使 用 す る 上 で 効 率 的 な も の で は な い と い う 不
都 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ Field Programmable Gat
e Array)を 効 率 的 に 使 用 す る こ と の で き る 電 子 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 撮 像 手 段 を 設 け た 電 子 内 視 鏡 と 、 前 記 電
子 内 視 鏡 の 前 記 撮 像 手 段 に 読 み 出 し 信 号 を 与 え か つ そ の 読 み 出 し 信 号 に 応 じ て 前 記 撮 像 手
段 か ら 得 ら れ る 映 像 信 号 を 取 込 み 所 定 の 基 本 画 像 処 理 を 施 す 基 本 処 理 手 段 を 搭 載 す る メ イ
ン 基 板 、 及 び 、 前 記 基 本 処 理 手 段 で 処 理 さ れ た 画 像 信 号 に 対 し て 所 定 の 拡 張 処 理 を 行 う 拡
張 処 理 手 段 を 搭 載 す る 拡 張 基 板 を 備 え た コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト と を 有 す る 電 子 内 視 鏡 装 置
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に お い て 、
　 前 記 拡 張 基 板 は 、 所 定 の 処 理 機 能 を 実 現 さ せ る た め の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ に よ っ て 所 定
の 処 理 機 能 を 構 築 で き る プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 と 、 所 定 の 拡 張 機 能 を 実 現 さ せ る 処
理 機 能 構 成 デ ー タ を 複 数 種 記 憶 し て お り 、 か つ 、 拡 張 機 能 設 定 指 令 に 基 づ い て 前 記 複 数 種
の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ の 内 か ら 選 択 さ れ た 処 理 機 能 構 成 デ ー タ を 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積
回 路 手 段 に 与 え る メ モ リ 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ
ル 集 積 回 路 手 段 で 拡 張 機 能 の 再 構 築 中 に は 、 前 記 メ イ ン 基 板 で の 基 本 処 理 手 段 か ら の 画 像
信 号 を 出 力 し 、 前 記 再 構 築 が 終 了 後 は 、 前 記 拡 張 基 板 上 の 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手
段 に よ っ て 拡 張 処 理 さ れ た 画 像 信 号 を 出 力 す る 切 換 え 手 段 を さ ら に 設 け た こ と を 特 徴 と す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 前 記 プ ロ
グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 は 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ Field Programmable Gate Array)で あ る こ と を 特
徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ Field Programmable Gate Array)を 効 率 的 に 使 用 す る こ と
が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 述 べ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ な い し 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 わ り 、 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 内 視
鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図 、 図 ２ は 図 １ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ
ッ ト の 基 板 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 、 図 ３ は 図 １ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る コ ン ト ロ ー ル
ユ ニ ッ ト に お け る 要 部 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ４ は 図 １ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら
れ る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 拡 張 基 板 に 搭 載 さ れ た メ モ リ 手 段 に 格 納 さ れ た 処 理 機 能 構 成
デ ー タ の 配 置 例 を 示 す 説 明 図 、 図 ５ は 図 １ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る コ ン ト ロ ー ル ユ
ニ ッ ト の 回 路 構 成 と 電 子 内 視 鏡 の 一 部 回 路 も 含 め て 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 装 置 １ は 、 電 子 内 視 鏡 ２ と 、 後 で 詳 述 す る 改
良 さ れ た コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と 、 モ ニ タ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 電 子 内 視 鏡 ２ は 、 細 長 で 例 え ば 可 撓 性 の あ る 挿 入 部 ５ と 、 こ の 挿 入 部 ５ の 後 端 に 連
設 さ れ た 太 幅 の 操 作 部 ６ と か ら な る 。 こ の 操 作 部 ６ の 側 部 に は 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ７ の
一 端 が 接 続 さ れ て い る 。 こ の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ７ の 他 端 に は コ ネ ク タ ７ Ａ が 設 け ら れ て
お り 、 こ の コ ネ ク タ ７ Ａ に よ っ て ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ７ が コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ に 接 続
さ れ て い る 。 前 記 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ に は 、 モ ニ タ ４ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 電 子 内 視 鏡 ２ の 前 記 挿 入 部 ５ は 、 硬 性 の 先 端 部 ９ と 、 こ の 先 端 部 ９ に 隣 接 す る 後 方
側 に 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 １ ０ と 、 こ の 湾 曲 部 １ ０ の 後 端 か ら 操 作 部 ６ の 前 端 に 至 る 長 尺 の 可
撓 部 １ １ と が 順 次 設 け ら れ て い る 。 前 記 操 作 部 ６ に は 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ２ が 設 け ら れ て お り
、 こ の 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ２ を 回 動 操 作 す る こ と に よ っ 湾 曲 部 １ ０ を 左 右 上 下 方 向 に 湾 曲 で き
る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 前 記 操 作 部 ６ に は 、 前 記 挿 入 部 ５ 内 に 設 け ら れ た 処 置 具 チ ャ
ン ネ ル に 連 通 す る 挿 入 口 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ に は 、 画 像 処 理 機 能 を 搭 載 す る 基 板 が 設 け
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ら れ て い る 。 こ の 基 板 は 、 メ イ ン 基 板 １ ６ と 、 拡 張 基 板 １ ７ と に 分 け ら れ て お り 、 拡 張 基
板 １ ７ は メ イ ン 基 板 １ ６ に 設 け た 拡 張 コ ネ ク タ １ ８ に よ り メ イ ン 基 板 １ ６ に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 前 記 メ イ ン 基 板 １ ６ に は 後 で 詳 述 す る 基 本 処 理 手 段 （ 図 ２ で は 示 さ ず ） を 搭 載 し
て い る 。 こ の 基 本 処 理 手 段 は 、 前 記 電 子 内 視 鏡 ２ の 撮 像 手 段 で あ る 後 述 す る Ｃ Ｃ Ｄ ８ （ 図
５ 参 照 ） に 読 み 出 し 信 号 を 与 え か つ そ の 読 み 出 し 信 号 に 応 じ て 前 記 Ｃ Ｃ Ｄ ８ か ら 得 ら れ る
映 像 信 号 を 取 込 み 所 定 の 基 本 画 像 処 理 を 施 す も の で あ る 。 ま た 、 前 記 拡 張 基 板 １ ７ に は 後
で 詳 述 す る 拡 張 処 理 手 段 （ 図 ２ で は 示 さ ず ） が 搭 載 さ れ て い る 。 こ の 拡 張 処 理 手 段 は 、 前
記 基 本 処 理 手 段 で 処 理 さ れ た 画 像 信 号 に 対 し て 所 定 の 拡 張 処 理 を 施 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 記 拡 張 基 板 １ ７ に は 、 所 定 の 処 理 機 能 を 実 現 さ せ る た め の 処 理 機
能 構 成 デ ー タ に よ っ て 所 定 の 処 理 機 能 を 構 築 で き る プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 （ 例 え ば
Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ Field Programmable Gate Array)） ２ １ と 、 所 定 の 拡 張 機 能 を 実 現 さ せ る 処 理
機 能 構 成 デ ー タ を 複 数 種 記 憶 し て い て 、 か つ 、 外 部 か ら の 拡 張 機 能 設 定 情 報 に よ っ て 前 記
複 数 種 の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ の 内 か ら 選 択 さ れ た 拡 張 機 能 に 関 す る 処 理 機 能 構 成 デ ー タ を
前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に 与 え る こ と が で き る メ モ リ 手 段 ２ ２ と 、 ア ド レ ス レ コ ー ド し た 信 号 を
前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に 与 え る ア ド レ ス デ コ ー ダ ２ ３ と 、 基 板 Ｉ Ｄ 信 号 を メ イ ン 基 板 １ ６ に 与
え る 基 板 Ｉ Ｄ 発 生 部 ２ ４ と が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 拡 張 基 板 １ ７ は 、 既 に 説 明 し た よ う に 拡 張 コ ネ ク タ １ ８ を 介 し て メ イ ン 基 板 １ ６ に
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 メ イ ン 基 板 １ ６ に は 、 図 ３ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ と 、 同 期 信 号 発 生 回 路 （ Ｓ Ｓ Ｇ ） ３ １
と 、 前 記 メ モ リ 手 段 ２ ２ か ら 前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に 当 該 選 択 さ れ た 拡 張 機 能 に 関 す る 処 理 機
能 構 成 デ ー タ を 与 え て 前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に 拡 張 機 能 を 再 構 築 （ コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン ）
し て い る と き に は 、 前 記 メ イ ン 基 板 １ ６ の み で 信 号 処 理 を 可 能 と さ せ る 切 換 え 手 段 ３ ２ と
が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 構 成 の 説 明 を す る と 、 前 記 拡 張 基 板 １ ７ に 搭 載 さ れ た 基 板 Ｉ Ｄ 発 生 部 ２ ４ は 、 拡
張 コ ネ ク タ １ ８ を 介 し て 基 板 Ｉ Ｄ 信 号 を メ イ ン 前 記 基 板 １ ６ に 搭 載 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ に 送
信 で き る よ う に な っ て い る 。 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 所 定 の ア ド レ ス 信 号 １ ０ ０ を 前 記 拡 張 コ
ネ ク タ １ ８ を 介 し て ア ド レ ス デ コ ー ダ ２ ３ に 与 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ３
０ は 、 拡 張 機 能 設 定 情 報 １ １ ０ を 前 記 拡 張 コ ネ ク タ １ ８ を 介 し て 　 前 記 メ モ リ 手 段 ２ ２ に
与 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ と 前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ と は 、 前 記 拡
張 コ ネ ク タ １ ８ を 介 し て デ ー タ バ ス ３ ３ で 互 い に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 メ イ ン 基 板
１ ６ に 搭 載 さ れ て い る Ｓ Ｓ Ｇ ３ １ は 、 ク ロ ッ ク （ Ｃ Ｌ Ｋ ） 、 水 平 同 期 信 号 （ Ｈ Ｄ ） 、 垂 直
同 期 信 号 （ Ｖ Ｄ ） 、 フ ィ ー ル ド 信 号 （ Ｆ Ｌ Ｄ ） 、 そ の 他 の 同 期 信 号 （ 例 え ば Ｃ Ｓ Ｙ Ｃ な ど
） の 各 種 同 期 信 号 １ ２ ０ を 前 記 拡 張 コ ネ ク タ １ ８ を 介 し て 前 記 拡 張 基 板 １ ７ に 搭 載 さ れ て
い る Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に 供 給 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に は 、 前 記 メ イ ン 基
板 １ ６ か ら の Ｒ Ｇ Ｂ 映 像 信 号 １ ４ ０ が 拡 張 コ ネ ク タ １ ８ を 介 し て 入 力 さ れ る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 前 記 メ イ ン 基 板 １ ６ に 搭 載 さ れ て い る 前 記 切 換 え 手 段 ３ ２ は 、 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０
か ら の 切 換 え 指 令 １ ３ ０ に よ っ て 切 換 え 可 能 に な っ て お り 、 か つ 、 前 記 メ イ ン 基 板 １ ６ の
基 本 処 理 手 段 （ 図 示 せ ず ） か ら の Ｒ Ｇ Ｂ 映 像 信 号 １ ４ ０ に 取 り 込 め る と と も に 、 前 記 拡 張
基 板 １ ７ の Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ か ら の 出 力 映 像 信 号 １ ５ ０ を 前 記 拡 張 コ ネ ク タ １ ８ を 介 し て 取 り
込 め る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 前 記 切 換 え 手 段 ３ ２ は 、 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ か ら の 切 換 え 信
号 １ ３ ０ か ら の 指 令 に よ り 、 前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ で 拡 張 機 能 の 再 構 築 中 （ コ ン フ ィ ギ ュ レ ー
シ ョ ン 中 ） に は 、 前 記 メ イ ン 基 板 １ ６ で の 基 本 処 理 手 段 （ 図 示 せ す ） か ら の Ｒ Ｇ Ｂ 映 像 信
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号 １ ４ ０ を 出 力 信 号 １ ６ ０ と し て 出 力 し 、 前 記 再 構 築 （ コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン ） が 終 了
後 は 、 前 記 拡 張 基 板 １ ７ 上 の 前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に よ っ て 拡 張 処 理 さ れ た 出 力 映 像 信 号 １ ５
０ を 出 力 信 号 １ ６ ０ と し て 出 力 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 メ モ リ 手 段 ２ ２ に は 、 例 え ば ０ ０ ０ ０ ｈ （ ｈ は １ ６ 進 数 を 示 す
） 番 地 ～ ０ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ 番 地 ま で に 「 構 造 強 調 」 に 関 す る 処 理 機 能 構 成 デ ー タ ４ １ ０ が 、 例 え
ば ０ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ 番 地 ～ １ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ 番 地 ま で に 「 Ｉ Ｈ Ｂ 強 調 」 に 関 す る 処 理 機 能 構 成 デ ー タ ４
２ ０ が 、 例 え ば １ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ 番 地 ～ ２ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ 番 地 ま で に 「 Ｉ Ｃ Ｇ 強 調 」 に 関 す る 処 理 機 能
構 成 デ ー タ ４ ３ ０ が 、 そ れ ぞ れ 記 憶 さ れ て い る 。 こ の メ モ リ 手 段 ２ ２ は 、 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０
か ら の 拡 張 機 能 設 定 情 報 １ １ ０ に 従 っ て 前 記 各 番 地 に お け る 処 理 機 能 構 成 デ ー タ を 取 り 出
し て Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に 与 え る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ か ら の
拡 張 機 能 設 定 情 報 １ １ ０ が 「 Ｉ Ｃ Ｇ 強 調 」 設 定 情 報 の と き に は 、 前 記 メ モ リ 手 段 ２ ２ は 、
１ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ 番 地 ～ ２ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ 番 地 ま で の 「 Ｉ Ｃ Ｇ 強 調 」 に 関 す る 処 理 機 能 構 成 デ ー タ ４ ３
０ を 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ に 与 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 　
　  図 ５ に 示 す よ う に 、 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト の メ イ ン 基 板
１ ６ に は 、 患 者 回 路 １ ６ Ａ と 二 次 回 路 １ ６ Ｂ と が 搭 載 さ れ て お り 、 前 記 患 者 回 路 １ ６ Ａ と
二 次 回 路 １ ６ Ｂ と は フ ォ ト カ プ ラ （ Ｐ ． Ｃ ） ３ ５ ａ ～ ３ ５ ｆ で 電 気 的 に 絶 縁 状 態 で 接 続 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　  前 記 患 者 回 路 １ ６ Ａ は 、 基 本 的 に 、 前 記 電 子 内 視 鏡 ２ の Ｃ Ｃ Ｄ （ 固 体 撮 像 素 子 ） ８ に
読 み 出 し 信 号 を 与 え か つ そ の 読 み 出 し 信 号 に 応 じ て 前 記 Ｃ Ｃ Ｄ ８ か ら 得 ら れ る 映 像 信 号 を
取 込 み 所 定 の 画 像 前 処 理 を 施 す 回 路 で あ っ て 、 次 の 要 素 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 患 者 回 路 １ ６ Ａ は 、 プ リ ア ン プ ３ ６ 、 Ｃ Ｄ Ｓ ３ ７ 、 Ａ Ｇ Ｃ ３ ８ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ９
、 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ （ Ｔ Ｇ ） ４ ０ 、 Ｐ Ｌ Ｌ ４ １ 、 Ｖ Ｃ Ｘ Ｏ ４ ２ 、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ４
３ 、 ラ ッ チ 回 路 ４ ４ 、 Ａ Ｇ Ｃ 制 御 回 路 （ Ａ Ｇ Ｃ 　 Ｃ Ｎ Ｔ ） ４ ５ を 備 え て い る 。 　
　 ま た 、 前 記 二 次 回 路 １ ６ Ｂ は 、 Ｓ Ｓ Ｇ ３ １ 、 発 信 器 （ Ｃ Ｘ Ｏ ） ５ １ 、 Ｃ Ｂ ク ラ ン プ 回 路
５ ２ 、 色 分 離 回 路 ５ ３ 、 遅 延 補 償 回 路 ５ ４ 、 １ 水 平 期 間 遅 延 回 路 （ １ Ｈ Ｄ Ｌ ） ５ ５ ａ 、 １
Ｈ Ｄ Ｌ ５ ５ ｂ 、 エ ン バ ス ５ ６ 、 Ｒ Ｇ Ｂ マ ト リ ク ス 回 路 ５ ７ 、 Ｆ Ｉ Ｒ フ ィ ル タ ５ ８ 、 １ Ｈ Ｄ
Ｌ ５ ９ ａ 、 １ Ｈ Ｄ Ｌ ５ ９ ｂ 、 色 信 号 同 時 化 回 路 ６ ０ 、 検 波 回 路 ６ １ 、 ペ イ ン ト Ｗ ／ Ｂ 回 路
６ ２ 、 γ 補 正 回 路 ６ ３ ａ ， ６ ３ ｂ ， ６ ３ ｃ 、 拡 張 切 換 え 手 段 １ ８ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ６ ４ 、
エ ン コ ー ダ ６ ５ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 電 子 内 視 鏡 装 置 １ の 動 作 を 以 下 に 説 明 す る 。 前 記 Ｃ Ｘ Ｏ ５ １ で 発 信 さ れ た 基
準 ク ロ ッ ク は 、 Ｓ Ｓ Ｇ ３ １ に 入 力 さ れ る 。 前 記 Ｓ Ｓ Ｇ ３ １ で は 、 ク ロ ッ ク Ｃ Ｋ ， 水 平 同 期
信 号 （ Ｈ Ｄ ） 、 垂 直 同 期 信 号 （ Ｖ Ｄ ） 、 そ の 他 の 同 期 信 号 （ Ｉ Ｄ ） な ど 各 種 同 期 信 号 １ ２
０ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 Ｓ Ｓ Ｇ ３ １ か ら 出 力 さ れ た 各 種 同 期 信 号 １ ２ ０ の う ち の 所 定 の 同 期 信 号 は 、 フ ォ ト
カ プ ラ ３ ５ ａ ～ ３ ５ ｃ を 介 し て ラ ッ チ 回 路 ４ ４ に 入 力 さ れ る 。 前 記 ラ ッ チ 回 路 ４ ４ で ラ ッ
チ さ れ た 所 定 の 同 期 信 号 （ Ｈ Ｄ ， Ｖ Ｄ ， Ｉ Ｄ ） は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ４ ３ に 与 え ら れ る と 、
前 記 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ４ ３ は Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 信 号 を 生 成 す る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 信 号 は 、 前 記 電 子
内 視 鏡 ２ の Ｃ Ｃ Ｄ ８ を 駆 動 し 、 Ｃ Ｃ Ｄ ８ か ら 映 像 信 号 を 取 り 出 す 。 こ の 電 子 内 視 鏡 ２ の Ｃ
Ｃ Ｄ ８ か ら 取 り 出 さ れ た 映 像 信 号 は 、 プ リ ア ン プ ３ ６ で 増 幅 さ れ る 。 ま た 、 前 記 Ｓ Ｓ Ｇ ３
１ か ら の 同 期 信 号 （ Ｃ Ｋ ） は フ ォ ト カ プ ラ ３ ５ ｄ を 介 し て Ｔ Ｇ ４ ０ に 与 え ら れ る と 、 Ｔ Ｇ
４ ０ は 所 定 の タ イ ミ ン グ 信 号 を 形 成 し て Ｐ Ｌ Ｌ ４ １ に 与 え る 。 前 記 Ｐ Ｌ Ｌ ４ １ は 、 前 記 Ｔ
Ｇ ４ ０ か ら の タ イ ミ ン グ 信 号 に 基 づ い て 、 Ｃ Ｃ Ｄ ８ へ の 信 号 伝 送 の 遅 延 補 償 を 図 る と と も
に 、 Ｐ Ｌ Ｌ ４ １ と Ｖ Ｃ Ｘ Ｏ ４ ２ と に よ っ て Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ４ ３ の Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 信 号 と プ リ ア
ン プ ３ ６ の 出 力 信 号 と の 同 期 を と っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 ま た 、 プ リ ア ン プ ３ ６ で 増 幅 さ れ た 出 力 信 号 は 、 Ｃ Ｄ Ｓ ３ ７ で 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ さ
れ た 後 に 、 Ａ Ｇ Ｃ ３ ８ で ゲ イ ン 調 整 が さ れ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ９ で Ａ ／ Ｄ 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ａ ／ Ｄ 変 換 さ れ た 映 像 信 号 は 、 フ ォ ト カ プ ラ ３ ５ ｅ を 介 し て 二 次 回 路 １ ６ Ｂ 側 の Ｃ Ｂ ク
ラ ン プ 回 路 ５ ２ に 供 給 さ れ る 。 こ の Ａ ／ Ｄ 変 換 さ れ た 映 像 信 号 は 、 Ｃ Ｂ ク ラ ン プ 回 路 ５ ２
に お い て 、 黒 レ ベ ル が 調 整 さ れ た 後 に 、 色 分 離 回 路 ５ ３ に 入 力 さ れ る 。 色 分 離 回 路 ５ ３ で
は 、 取 り 込 ん だ 映 像 信 号 に 対 し て 輝 度 信 号 Ｙ 及 び 色 差 信 号 Ｃ に 分 類 さ れ る 。 分 離 さ れ た 色
差 信 号 は 、 Ｆ Ｉ Ｒ フ ィ ル タ ５ ８ に よ り 擬 色 が 除 去 さ れ 、 二 つ の １ Ｈ Ｄ Ｌ ５ ９ ａ ， ５ ９ ｂ 及
び 色 信 号 同 時 化 回 路 ６ ０ に よ り 線 順 次 の 色 差 信 号 を 同 時 化 し て 次 段 の Ｒ Ｇ Ｂ マ ト リ ッ ク ス
回 路 ５ ７ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 、 分 離 さ れ た 輝 度 信 号 Ｙ は 、 遅 延 補 償 回 路 ５ ４ で Ｆ Ｉ Ｒ フ ィ ル タ ５ ８ で の 色 差 信 号
Ｃ の 遅 延 調 整 を 施 さ れ た 後 に 、 輪 郭 強 調 を 行 う た め 、 二 つ の １ Ｈ Ｄ Ｌ ５ ５ ａ ， ５ ５ ｂ を 介
し て 輝 度 信 号 が エ ン バ ス ５ ６ に 与 え ら れ て 、 前 記 エ ン バ ス ５ ６ に お い て 輪 郭 強 調 処 理 が 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｒ Ｇ Ｂ マ ト リ ッ ク ス 回 路 ５ ７ で は 、 入 力 さ れ た 輝 度 信 号 及 び 色 差 信 号 を マ ト リ ク ス 演 算
し 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 を 生 成 す る 。 Ｒ Ｇ Ｂ マ ト リ ッ ク ス 回 路 ５ ７ で 生 成 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 は 、 ペ
イ ン ト Ｗ ／ Ｂ 回 路 ６ ２ に て 色 調 補 正 処 理 及 び ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 処 理 を 行 っ た 後 、 ３ つ の γ
補 正 回 路 ６ ３ ａ ， ６ ３ ｂ ， ６ ３ ｃ に 入 力 さ れ る 。 前 記 γ 補 正 回 路 ６ ３ ａ ， ６ ３ ｂ ， ６ ３ ｃ
で γ 補 正 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ 映 像 信 号 １ ４ ０ は 、 拡 張 コ ネ ク タ １ ８ と 切 換 え 手 段 ３ ２ に 供 給 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ か ら 拡 張 コ ネ ク タ １ ８ を 介 し て 出 力 さ れ る 出 力 信 号 １ ５ ０ は 、 切 換 え
手 段 ３ ２ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 切 換 え 手 段 ３ ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ か ら の 切 換 え 信 号 １ ３ ０ に よ っ て 指 定 さ れ た 側 の 映
像 信 号 を Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ６ ４ に 供 給 す る 。 前 記 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ６ ４ で は 、 デ ジ タ ル ・ ア ナ
ロ グ 変 換 し た 映 像 信 号 を エ ン コ ー ダ ６ ５ に 供 給 す る 。 エ ン コ ー ダ ６ ５ で は 、 コ ン ポ ジ ッ ト
信 号 と Ｙ ／ Ｃ 信 号 と を 生 成 し て 、 モ ニ タ ４ に 与 え る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 Ｒ Ｇ Ｂ マ ト リ ッ ク ス 回 路 ５ ７ か ら の Ｒ Ｇ Ｂ 映 像 信 号 は 検 波 回 路 ６ １ に も 供 給 さ れ
る 。 検 波 回 路 ６ １ で は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 映 像 信 号 を 検 波 し 、 調 光 制 御 用 信 号 を 生 成 す る 。 調 光 制 御
信 号 は 、 図 示 し な い 光 源 に 出 力 さ れ 、 光 源 の 調 光 制 御 を 行 う 。 ま た 、 調 光 制 御 信 号 は 、 フ
ォ ト カ プ ラ ３ ５ ｆ を 介 し て 患 者 回 路 １ ６ Ａ の Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ４ ３ に 供 給 さ れ て Ｃ Ｃ Ｄ ８ の
電 子 シ ャ ッ タ ー 制 御 を 行 う 。 ま た 、 調 光 制 御 信 号 は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ９ に も 入 力 さ れ 、 Ａ
Ｇ Ｃ ３ ８ の 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ や 切 換 え 手 段 ３ ２ の 関 係 の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 拡 張 基 板 １ ７ か ら 得 ら れ た 基 板 Ｉ Ｄ 信 号 を 基 に 拡 張 基 板 １ ７ の Ｆ Ｐ Ｇ Ａ
２ １ の 再 構 築 （ コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン ） を 行 う 。 前 記 メ モ リ 手 段 ２ ２ に は 、 既 に 説 明 し
た よ う に 、 構 造 強 調 処 理 回 路 を 実 現 す る た め の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ ４ １ ０ 、 Ｉ Ｈ Ｂ 強 調 回
路 を 実 現 す る こ め の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ ４ ２ ０ 、 Ｉ Ｃ Ｇ 強 調 回 路 を 実 現 す る た め の 処 理 機
能 構 成 デ ー タ ４ ３ ０ が 格 納 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 図 示 し な い フ ロ ン ト パ ネ ル な ど に 設 け ら れ た 機 能 選 択 手 段 か ら の 情
報 を 基 に 、 ど の 機 能 を Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に 再 構 築 （ コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン ） す る か 設 定 す る
拡 張 機 能 設 定 情 報 １ １ ０ を 生 成 し て 、 メ モ リ 手 段 ２ ２ に 与 え る 。 例 え ば 、 構 造 強 調 処 理 が
選 択 さ れ た と き に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 メ モ リ 手 段 ２ ２ に ０ ０ ０ ０ ｈ 番 地 ～ ０ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ 番 地
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ま で の 構 成 デ ー タ を Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に 与 え る よ う に メ モ リ 手 段 ２ ２ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ の 期 間 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 切 換 え 指 令 １ ３ ０ を 切 換 え 手 段 ３ ２ に 与 え て 、 切 換 え 手 段
３ ２ を 同 時 に 制 御 し 、 メ イ ン 基 板 １ ６ か ら の 映 像 信 号 １ ４ ０ を 切 換 え 手 段 ３ ２ の 出 力 信 号
１ ６ ０ と し て 次 段 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ６ ４ に 与 え る 。 こ れ に よ り 、 モ ニ タ ４ に は 、 メ イ ン 基
板 １ ６ で 処 理 さ れ た 画 像 が 表 示 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　  一 方 、  前 記 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ に 対 す る 再 構 築 （ コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン ） が 完 了 す る と 、
Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 拡 張 基 板 １ ７ の 機 能 チ ェ ッ ク を 行 い 、 機 能 に 問 題 が な い と さ れ た と き に 、
切 換 え 手 段 ３ ２ を Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ 側 に 切 り 換 え て 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ か ら 出 力 さ れ る 映 像 信 号 が
切 換 え 手 段 ３ ２ の 出 力 信 号 １ ６ ０ と し て 出 力 さ れ る よ う に し 、 そ の 出 力 信 号 を 次 段 の Ｄ ／
Ａ 変 換 回 路 ６ ４ に 供 給 す る 。 こ れ に よ り 、 切 換 え 手 段 ３ ２ が 拡 張 基 板 １ ７ 側 に 切 り 換 わ る
ま で は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 映 像 信 号 １ ４ ０ が 切 換 え 手 段 ３ ２ の 出 力 信 号 １ ６ ０ と し て 出 力 さ れ 、 ま た
、 切 換 え 手 段 ３ ２ が 拡 張 基 板 １ ７ 側 に 切 り 換 わ る と 拡 張 基 板 １ ７ 側 の 拡 張 機 能 で 画 像 処 理
が さ れ た 映 像 が Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ６ ４ に 出 力 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 し た が っ て 、 こ の よ う に 本 発 明 を 実 施 す る に 最 良 の 形 態 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば
、 所 定 の 処 理 機 能 を 実 現 さ せ る た め の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ に よ っ て 所 定 の 処 理 機 能 を 構 築
で き る Ｆ Ｇ Ｐ Ａ ２ １ と 、 所 定 の 拡 張 機 能 を 実 現 さ せ る 処 理 機 能 構 成 デ ー タ を 複 数 種 記 憶 し
て い て 、 か つ 、 拡 張 機 能 設 定 情 報 に よ っ て 前 記 複 数 種 の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ の 内 か ら 選 択
さ れ た 拡 張 処 理 機 能 構 成 デ ー タ を 前 記 Ｆ Ｇ Ｐ Ａ ２ １ に 与 え る メ モ リ 手 段 ２ ２ と を 備 え 、 必
要 な 拡 張 機 能 を 一 つ の Ｆ Ｇ Ｐ Ａ ２ １ の み で 実 現 す る よ う に し た も の で あ る た め 、 Ｆ Ｇ Ｐ Ａ
２ １ を 効 率 的 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 前 記 Ｆ Ｇ Ｐ Ａ ２ １ で 拡 張 機 能 の 再 構 築 中 に は 、 前 記 メ イ ン 基 板 ２ ２ で の 基 本 処 理
手 段 か ら の 画 像 信 号 を 出 力 し 、 前 記 再 構 築 が 終 了 後 は 、 前 記 拡 張 基 板 １ ６ 上 の 前 記 Ｆ Ｇ Ｐ
Ａ ２ １ に よ っ て 拡 張 処 理 さ れ た 画 像 信 号 を 出 力 す る 切 換 え 手 段 ３ ２ を さ ら に 設 け た の で 、
前 記 Ｆ Ｇ Ｐ Ａ ２ １ に 拡 張 機 能 を 再 構 築 し て い る と き で も 、 映 像 信 号 が 出 力 さ れ る こ と に な
っ て 術 者 の 動 作 に 制 限 を 与 え る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
［ 付 記 ］
（ 付 記 項 １ ） 　 撮 像 手 段 を 設 け た 電 子 内 視 鏡 と 、
　 前 記 電 子 内 視 鏡 の 前 記 撮 像 手 段 に 読 み 出 し 信 号 を 与 え か つ そ の 読 み 出 し 信 号 に 応 じ て 前
記 撮 像 手 段 か ら 得 ら れ る 映 像 信 号 を 取 込 み 所 定 の 基 本 画 像 処 理 を 施 す 基 本 処 理 手 段 を 搭 載
す る メ イ ン 基 板 、 及 び 、 前 記 基 本 処 理 手 段 で 処 理 さ れ た 画 像 信 号 に 対 し て 所 定 の 拡 張 処 理
を 行 う 拡 張 処 理 手 段 を 搭 載 す る 拡 張 基 板 を 備 え た コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト と
　 を 有 す る 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
　 前 記 拡 張 基 板 は 、 所 定 の 処 理 機 能 を 実 現 さ せ る た め の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ に よ っ て 所 定
の 処 理 機 能 を 構 築 で き る プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 と 、 所 定 の 拡 張 機 能 を 実 現 さ せ る 処
理 機 能 構 成 デ ー タ を 複 数 種 記 憶 し て お り 、 か つ 、 拡 張 機 能 設 定 指 令 に 基 づ い て 前 記 複 数 種
の 処 理 機 能 構 成 デ ー タ の 内 か ら 選 択 さ れ た 処 理 機 能 構 成 デ ー タ を 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積
回 路 手 段 に 与 え る メ モ リ 手 段 と 、 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 で 拡 張 機 能 の 再 構 築 中
に は 、 前 記 メ イ ン 基 板 で の 基 本 処 理 手 段 か ら の 画 像 信 号 を 出 力 し 、 前 記 再 構 築 が 終 了 後 は
、 前 記 拡 張 基 板 上 の 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 に よ っ て 拡 張 処 理 さ れ た 画 像 信 号 を
出 力 す る 切 換 え 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え な い 範 囲 に
お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図
【 図 ２ 】 図 １ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 基 板 の 構 成 を 示 す 斜
視 図
【 図 ３ 】 図 １ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト に お け る 要 部 回 路 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 図 １ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 拡 張 基 板 に 搭 載 さ れ
た メ モ リ 手 段 に 格 納 さ れ た 処 理 機 能 構 成 デ ー タ の 配 置 例 を 示 す 説 明 図
【 図 ５ 】 図 １ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 回 路 構 成 と 電 子 内 視
鏡 の 一 部 回 路 も 含 め て 示 す 回 路 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ … 電 子 内 視 鏡 装 置
２ … 電 子 内 視 鏡
３ … コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト
４ … モ ニ タ
５ … 挿 入 部
６ … 操 作 部
７ … ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド
８ … Ｃ Ｃ Ｄ
９ … 先 端 部
１ ０ … 湾 曲 部
１ １ … 可 撓 部
１ ２ … 湾 曲 操 作 ノ ブ
１ ３ … 挿 入 口
１ ６ … メ イ ン 基 板
１ ７ … 拡 張 基 板
１ ８ … 拡 張 コ ネ ク タ
２ １ … Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ プ ロ グ ラ マ ブ ル 集 積 回 路 手 段 ）
２ ２ … メ モ リ 手 段
２ ３ … ア ド レ ス デ コ ー ダ
２ ４ … 基 板 Ｉ Ｄ 発 生 部
３ ０ … Ｃ Ｐ Ｕ
３ １ … Ｓ Ｓ Ｇ
３ ２ … 切 換 え 手 段
３ ３ … デ ー タ バ ス
　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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要解决的问题：高效使用FPGA（现场可编程门阵列）。 电子内窥镜设
备1包括：主板16，其向电子内窥镜提供读取信号，摄取视频信号，并且
执行预定的基本图像处理；以及针对由主板16处理的图像信号的预定信
号。 提供用于执行扩展处理的扩展板17。 扩展板17存储可以通过用于实
现预定处理功能的处理功能配置数据和实现预定扩展功能的处理功能配
置数据来构建预定处理功能的多种类型的FPGA 21。 存储装置（22），
用于通过设置命令将从多个存储的处理功能配置数据中选择的处理功能
配置数据提供给FPGA（21）。 [选择图]图3
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